
○
総
務
省
告
示
第
九
十
五
号

電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
第
七
条
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
九
年
総
務
省
告
示
第
二
百
六
号
（
電
波
法
施
行
規
則
第
七
条
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
実
験
試
験
局
と
し
て

使
用
可
能
な
周
波
数
の
範
囲
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
十
六
日

総
務
大
臣

野
田

聖
子

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
下
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改

正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
下
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部

分
に
二
重
下
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。



改

正

後

改

正

前

周
波

数
の

範
囲

等
価
等
方

輻
射

電
周

波
数

の
範

囲
等
価

等
方

輻
射
電

（注
１

）
使

用
可
能
地
域

使
用
可
能

期
間

力
備

考

（注
１

）

使
用

可
能
地
域

使
用

可
能

期
間

力
備

考

（注
２

）

（注
２

）

［略

］

［同
左

］

2
4
45

MH
z
か

ら
近

畿
総

合
通

信
局

平
成
3
1
年

３
月
3
1

79
5
0
Ｗ

以
下

注
４

2
4
45

MH
z
か

ら
近

畿
総

合
通

信
局

平
成
3
0
年

３
月
3
1

79
5
0
Ｗ

以
下

注
４

2
45
5M
H
z
ま
で

管
内

日
ま
で

空
中

線
電

力
は

1
0

24
55

M
Hz

ま
で

管
内

日
ま
で

空
中
線

電
力
は

1
0

、
、

0
Ｗ

以
下

に
限

る
0
Ｗ

以
下

に
限
る

。
。

［略

］

［同
左

］

5
65
0
MH
z
か
ら

関
東

総
合

通
信

局
平
成
3
2
年
６

月
3
0

１
Ｗ

以
下

注
1
2

5
65

0M
H
z
か

ら
関

東
総

合
通

信
局

平
成
3
2
年
６

月
3
0

１
Ｗ

以
下

注
1
2

57
5
5M
Hz

ま
で

管
内

日
ま
で

57
5
5M

Hz
ま

で
管

内
日

ま
で

九
州

総
合

通
信

局
平

成
3
2
年
３
月

3
1

0
.
2
Ｗ
以
下

注
1
3
及

び
注
1
4

管
内

日
ま

で

93
8
0H
z
か
ら

九
州

総
合

通
信

局
平

成
32

年
３
月

31
1
2
00
0
Ｗ
以
下

注
13

9
4
40

M
Hz

ま
で

管
内

日
ま
で

［
（注

１

）

（注
12

）

略

］

［
（注

１

）

（注
12

）

同
左

］

～
～

（注
1
3

）

福
岡

県
北

九
州

市
若

松
区

響
町

２
丁

目
及

び
３

丁
目

並
び

に
同

区
ひ

び
き

の
北

１
及

び
ひ

び
き

の

［新
設

］

北
大
字

塩
屋
の
区

域
に
限
る

。

（注
14

）

福
岡
県
北

九
州
市
小
倉

北
区
大
手

町
同
区
域

内
及
び
同

区
室
町
１

丁
目

の
区

域
に

限
る

［新
設

］

、
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
下
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
下
線
は
注
記
で
あ
る
。


